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EIKEN WAY
経営理念／経営ビジョン／モットー

私たちは、1939年の創立以来、臨床検査薬のパイオニアとして、
公衆衛生の分野で、価値を生み出し続けてきました。
これからもヘルスケアを通じて、人々の健康と医療に貢献していきます。

社会

人権を尊重し、高い倫理観
に基づいた誠実で責任ある
経営を行います。地球環境
保全に取り組みます。

従業員

従業員の多様性を尊重し、
個性や能力が発揮できる職
場環境を作ります。創造と
挑戦の場を提供し、従業員
を育てます。

株主・投資家

リスクマネジメントおよび
ESGの取り組みを強化し、
企業価値の向上を目指しま
す。責任ある情報開示と対
話を行います。

だれでも、どこでも、いつ
でも安心して検査を受けら
れる製品・サービスを提供
します。

仕入先・供給先・
提携先

人々の健康を守る製品・
サービスの提供を通じて、
共に企業価値の向上を目指
します。

信頼される優れた製品・
サービスを創造し、安定的
に供給します。

顧客
（検査をする医療関係者）

顧客
（検査を受ける人）

EIKENグループは、
人々の健康を守るために、検査のパイオニアとして
お客様に信頼される製品・サービスを提供し、
企業価値の向上を図ります。

経営ビジョン

品質で信頼され、技術で発展する“EIKEN”

モットー

ヘルスケアを通じて人々の健康を守ります。

経営理念
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編集方針

　当社グループは、2023年度より統合報告書を発行し、ステークホルダーの皆さまと
のコミュニケーションツールとして活用しています。
　本報告書の編集にあたり、IIRC「国際統合報告フレームワーク」および経済産業省

「価値創造ガイダンス」などを参考にしています。当社グループがどのような価値を提供
してきたのか、これからどんな価値を提供していこうとしているのか、ご理解いただく一
助となれば幸いです。

将来見通しに関する注意事項

　本報告書に記載されている将来の予想等については、現時点で入手可能な情報に基
づき当社が判断したものであり、今後様々な要因によって予想と異なる場合があります。

報告期間

2025年度 
（2025年4月1日～2026年3月31日）
※一部に2026年4月以降の報告を含みます。

報告範囲

栄研化学株式会社および連結子会社
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A t  a  G l a n c e
2025年度 栄研化学グループ

研究開発人数

207名
従業員数

（正社員+臨時雇用者）

1,060名

当社の大腸がん
スクリーニング検査が
生み出す社会価値

当社の結核検査試薬が
生み出す社会価値

尿試験紙検査の
提供回数

海外売上比率

27.3％
製品展開国数

67ヵ国
CO₂排出量
（スコープ１+２）

2,288t-CO₂
水使用量
（全生産拠点）

62.1千m³

売上高

41,899百万円
研究開発費

3,676百万円
当期純利益

3,708百万円
ROE

8.5％
ROIC

4.7％

49億ドル 約3.5億回/年
詳細p16

26億ドル
詳細p18 詳細p19

栄研化学は、どのような会社を
目指すか？

企業価値向上に向けて
どのような戦略を立てているのか？

戦略を支えるガバナンスを
どのように強化するのか？ 会社概要I NDEX

栄研化学は、どのように
価値創造を図るのか？
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栄研化学のあゆみ

創立から息づく理念

ヘルスケアを通じて人々の健康を守ります。

これまで栄研化学は、現場の声に耳を傾け、潜在的なニーズを捉えることで、
高いユーザビリティを備えた製品を開発してきました。

今後も、既存の枠組みに捉われない柔軟な発想で、困難な課題に挑戦し続けます。

EIKEN WAY

201820081998198819781968195819481939 （年度）

2004年度

売上高推移

2025年度
海外売上高比率

27.3％海外売上高比率

3.13％

1939-1950 年代 1960 -1980 年代 1990 -2000 年代 2010 年代 -
創立期 検査薬企業として

公衆衛生普及の出発点に

1939年に創立し、栄養食品・医薬品の製造を
開始。1950年日本初の細菌検査用粉末培地の
製品化に成功し、公衆衛生の普及に大きく貢献。

発展期 臨床検査分野への
本格参入と基盤確立

1961年に臨床検査薬の研究開発を本格化し、1969年「栄研化学
株式会社」へ社名変更。尿試験紙、免疫血清検査試薬、FIT試薬、
RIA関連試薬などを次々に製品化し、臨床検査分野での基盤を確立。

革新期 技術革新により
グローバルプレイヤーへ

進化期 グローバル展開の加速と
未来への挑戦

感染症分野を中心にLAMP製品を拡大。米
州・EMEAでFITの販売を強化し、グローバ
ル展開を加速。がん・感染症・ヘルスケアの
3領域で持続的成長を追求。

「人々の健康を守る」という企業理念に基づいた
事業活動による持続的成長の軌跡

得られた教訓

「確かな現場情報の収集」
「発想の柔軟性」
「ニッチの発見」
「将来性の読み」

1989年、世界初の全自動FIT装置を発売。1998
年、画期的な遺伝子増幅技術「LAMP法」を開発。
技術革新を通じてグローバルプレイヤーへと成長。

詳細p1

栄研化学は、どのような会社を
目指すか？

企業価値向上に向けて
どのような戦略を立てているのか？

戦略を支えるガバナンスを
どのように強化するのか？ 会社概要I NDEX

栄研化学は、どのように
価値創造を図るのか？
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主なアクション

企
業
価
値
向
上

DXの推進を通して、需要予測の精緻化を図ります。これに
よって、製品廃棄の低減による利益率の向上、環境負荷の
低減を目指しています。

海外市場の開拓・拡大、検査技術・新製品の開発、臨床検査
の提供によってトップラインの拡大を目指します。また、事業
ポートフォリオの再構築を通して利益率の向上を目指しています。

社内技術を深化させ、競争力の高い技術パイプラインを社内
に構築していきます。また、研究開発人財のグローバル思考
を強化し、製品価値の最大化を目指します。

コーポレート・
ガバナンス

グローバル戦略

財務戦略

DX戦略

人財戦略

DX戦略

人財の採用、育成を目的に、人への投資を継続していきます。
また、DXの推進により、生産工程や定型業務の自動化を進
め、労働生産性の向上、従業員エンゲージメントの向上も目
指します。

人的資本経営の強化

運転資本回転率の最適化、適切な固定資産投資により、資
本効率性の向上を目指します。最適な資本構成による財務の
適正化を図ります。

開示コンテンツの拡充、投資家との積極的な対話などIR/SR
活動の強化に努めます。また、一般の人に向けた臨床検査
の意義の啓発活動や情報発信にも注力し、大腸がん検診をは
じめとした検診受診率の向上を目指します。

マテリアリティを指針とした経営の社内浸透、目まぐるしく変
わる事業環境に対する適切なリスク管理の徹底、投資規律の
強化など、ガバナンスの強化に努めていきます。

研究開発戦略

グローバル戦略

財務戦略

DX戦略

関連する戦略

トップラインの拡大

研究開発の加速

DXの推進

財務・資本政策

ステークホルダー
エンゲージメントの向上

ガバナンスの強化

事業戦略
稼ぐ力を支える

財務・資本戦略
資本効率性の向上を目指す

ROICの
改善

PERの
改善 非財務資本の充実

持続可能な成長を支える

企業価値向上に向けたアウトライン

　企業価値を高めるため、財務的価値の最大化を目指すROICの改善と、持続可能な成長を支えるPERの改善に努めます。非財務資本には、これまで築き上げてきた各国保健省や医療従事者、取引先との信
頼関係、臨床検査薬業界での知名度、FIT市場や尿検査試薬市場でのシェア、製造のノウハウなど多様な資本が含まれており、これらは一朝一夕で得られるものではありません。これらの非財務資本を最大限
活用し、検査の有用性を啓発していくことで人々の健康な暮らしを支えるとともに当社の継続的な成長につなげていきます。

栄研化学は、どのような会社を
目指すか？

企業価値向上に向けて
どのような戦略を立てているのか？

戦略を支えるガバナンスを
どのように強化するのか？ 会社概要I NDEX

栄研化学は、どのように
価値創造を図るのか？
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代表執行役社長

瀨川 雄司
計画を「やり切る」ことで

スピードある変革を進め

確かな未来を切り拓く

TOP MESSAGE
トップメッセージ

栄研化学は、どのような会社を
目指すか？

企業価値向上に向けて
どのような戦略を立てているのか？

戦略を支えるガバナンスを
どのように強化するのか？ 会社概要I NDEX

栄研化学は、どのように
価値創造を図るのか？
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た一方で、イムノクロマト（POCT）製品
の販売が伸び悩みました。イムノクロマト
製品はアデノウイルスやストレプトAなどの
感染症検査を行う、利益率の高い製品群
です。この販売が計画に届かなかったこと
で売上構成が変化し、営業利益は前年度
比で減少しました。通期の利益達成率は
トータルで98.4%と、計画にわずかに届き
ませんでした。イムノクロマト製品の主な市
場であるクリニック市場は、当社がこれま
で主力としてきた中小病院とは異なる販路
であり、この点への対応を次の経営計画の
重点施策として明確に位置づけています。

　USAIDの影響については、長期化するこ
とを前提に対応を進めています。昨年度か
ら結核検査に関する啓発・情報発信を続け
ており、第9回アフリカ開発会議（TICAD9）
での当社試薬の優位性のアピールや、
Stop TB Partnershipを通じたウェビナー
での情報発信など、地道な取り組みを粘り
強く継続しています。こうした活動を通じて
当社の結核試薬への理解が深まり、USAID
の影響は出ているものの、少しずつ持ち直
しの兆しも見えてきています。この影響は
今後の計画にも十分に織り込んでおり、中
長期的な視点で対応策を講じています。

　2025年6月に代表執行役社長に就任し、
新しい執行体制のもとで経営をスタートさせ
ました。2025年度は中期経営計画の初年
度として変革の基盤づくりを進めました。そ
のうえで、2030年度に向けた取り組みを
より実効性の高いものとするため、従来の
長期計画および中期経営計画を再構築し、
新たに「経営計画2030」を策定しました。
私たちの使命は、「ヘルスケアを通じて人々
の健康を守ります。」という不変の経営理念
を、グローバルな規模で具現化していくこ
とにあります。不確実性の高まる社会にお
いて、社会課題の解決と企業の持続的成
長を両立させるためには、さらなるイノベー
ションが不可欠です。新体制のもと、全社
が一丸となってこの新たな計画を「やり切
る」ことで、ステークホルダーの皆様の期

執行体制を刷新し、
組織と事業基盤を整備

待に応えてまいります。
　2025年度の業績については、前年度比
で増収増益を達成しました。通期予想に対
しては売上高99.3%と、惜しくも一歩及ば
ない結果でしたが、国内と海外で分けてみ
ると、国内は計画比101.0%を達成しました。
一方、海外は計画比95.1%にとどまりまし
た。 海外の未達には、米国国際開発庁

（USAID）の予算凍結による影響があります。
トランプ政権によるUSAIDの事実上の閉鎖
に伴い途上国支援が縮小したことで、当社
の結核検査試薬（TB-LAMP）の受注が一
時的に滞りました。それがなければ海外も
確実に100%を超えていたものと見てい 
ます。
　当期純利益の面では、連結子会社の持分
譲渡益約20億円およびLAMPに関する特
許・知財収入の一時的な計上があり、前年
度比166.5%と大幅な増益となっています。
　利益面では、医療機器の販売が好調だっ

社長に就任してから1年間、
新たな経営陣で走り続け
大きな手応えを得ることができた

01

　昨年度は新体制での中期経営計画1年目
でしたが、計画に対して未達であったこと
は真摯に受け止め、現執行体制で関係者

事業環境の変化を踏まえ、
経営計画2030として再策定

全員と原因を徹底的に分析しました。業績
自体は一定の成果を上げたものの、計画未
達という事実に正面から向き合いました。
分析した結果を踏まえ、後述する事業環境
の大きな変化とも合わせて、計画を適正化
すべきという結論に至りました。

計画の未達を直視し、
原因を徹底的に分析して再出発を期す

02
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　加えて、従来の長期経営計画である
EIKEN ROAD MAP 2030を策定した約4
年前から事業環境が大きく変化しているこ
とも明確になってきました。USAIDの影響
のほか、地政学リスクの高まりによる原材
料・物流コストの上昇、国内医療保険制度
によりインフレ局面においても価格転嫁が
困難な環境など、さまざまな外的要因が重
なっています。こうした大きな変化の中で、
4年前に掲げた計画を現在の事業環境に照
らして見直すべきと判断し、この1年間、新
しい経営陣とともに丁寧にレビューを重ねた
上で適正化することとしました。
　具体的には、2025年度に策定した中期
経営計画の残り2年間と2030年度までの3

年間を合わせた5カ年計画として、「経営計
画2030」（2026〜2030年度）を策定し
ました。実務レベルの担当者まで巻き込ん
で数値を丁寧に精査しており、実現性と成
長性の両面を盛り込んでいます。自分たち
で作り上げた計画だからこそ、実行への強
い意志を全員で共有しています。なお、
EIKEN Vision 2030で定めた事業戦略と
サステナビリティ戦略の方向性に変更はあ
りません。EIKEN ROAD MAP 2030と
中計の達成に向けた道標を見直したという
のが今回の再策定の本質です。今後は年
度目標を確実にやり切り、毎期計画を精査
していく方針です。

世界に広がる採便容器を強みに
2030年度の目標達成を揺るぎないものにする

収益力を高め、海外事業と
非連続成長を加速する03

　財務KPIについては、旧計画では売上高
600億円をベースに非連続成長を含めて

750億円を目指していましたが、新たな「経
営計画2030」ではその非連続成長分を除
いて500億円以上に改めました。非連続成
長による上振れ要因は、計画とは別に引き
続き追求していきます。売上高以外のKPI

としては、海外売上高比率35%以上、営
業利益率14%以上、ROE・ROIC各10%
以上を目標に掲げています。これらの達成
に向け、本計画では、以下の3つの重点戦
略①国内事業の収益力強化、②海外事業
の成長加速、③アライアンス・M&Aによる 
非連続成長、を推進します。
　国内事業の収益力強化については、高
収益品の拡販、製品ポートフォリオの最適
化を両輪に進めます。高収益品の拡販では、
特にイムノクロマト製品に注力します。イム
ノクロマト製品はクリニック市場を主対象と
し、当社がこれまで強みを発揮してきた中
小病院とは異なる販売特性を有します。卸
企業や販路を持つ企業との連携が重要であ
るため、そうした企業とのアライアンス構築

を進めるとともに、販売対象ごとに専門担
当者を配置する体制へ移行していきます。
大都市エリアを中心に組織内のグループを
細分化することで、施設ごとにきめ細かく
対応できるようにします。また、販売要員
を単純に増やすのではなく、エリア内の効
率化と専門化によって営業力の強化を図り
ます。
　製品ポートフォリオの最適化として、低収
益製品群の価格適正化や剤型集約などの
整理を通じて、収益構造の改善を進めます。
加えて、高収益なラテックス製品を継続的
に発売していくことで、プロダクトミックス
の改善を推進します。さらに、研究開発費
の水準を適正化し、ROI（投資利益率）の
明確化により、収益性・成長性の高いテー

トップメッセージ
TOP MESSAGE
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収益性■ 集中投資領域

育成製品群

◦遺伝子関連（がん・CDx）
◦POCT製品

低収益製品群

◦免疫血清（BLEIA・EIA）
◦微生物関連一部製品
◦器具・食品環境

主力製品群

◦便潜血（FIT）

収益製品群

◦遺伝子関連（感染症）
◦免疫血清（自社品・東ソー品）
◦尿検査

経営資源
アロケーション
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マへ資源を集中させていきます。
　海外事業の成長加速については、便潜
血検査（FIT）の活用による市場開拓を中
心に進めます。当社の採便容器は世界で
年間約1億本が流通しており、この基盤を
活かし、FITは2030年度に向けて売上高
100億円以上を目指します。あわせて、国
内においても大腸がんスクリーニング受診
率は40%強にとどまっており、さらなる向
上が重要な課題です。当社は温度安定性
に優れた採便容器を開発しており、高温環

境下でも安定した運用が可能となります。
これにより、郵送検診を含めた受診機会の
拡大が期待されます。さらに、各自治体へ
の働きかけを継続し、受診率向上による市
場拡大にも取り組んでいきます。
　アライアンス・M＆Aによる非連続成長に
ついては計画数値には含めていませんが、
重要な成長ドライバーと位置づけています。
これまでの 調 査・検 討 の 段 階を経て、
2026年度から活動をさらに本格化させます。
重点領域として、高精度技術の獲得、販売

網の強化、機器・装置の開発製造力の拡
充に取り組み、2030年度に向けて着実に
事業ポートフォリオを進化させていきます。
　開発パイプラインについては、がん、感
染症、ヘルスケアの3分野で整理し、進捗
を明確化しています。がん分野では、コア
ビジネスであるFIT領域で、次世代検査

「FIT＋」の開発を推進しています。FIT＋は、
FITを補完し、各国の医療ニーズやインフラ
に合せて、大腸がん検診全体を最適化する
ことを目的としています。さらに、採便容
器を活用した膵がん（便中エラスターゼ）・
胃がん（便中ヘリコバクターピロリ抗原）
検査や、腸内フローラ・ディスバイオシス
への展開も推進しています。マルチコンパ
ニオン診断システム（MINtS）を活用した
肺がんの遺伝子検査も進めており、2030
年度に向けて継続的に新製品を投入してい
く計画です。感染症分野ではTB-LAMP、
薬剤耐性結核菌、性感染症などのPOCT
開発に取り組んでいます。また、ヘルスケ
ア分野では、将来の展開として、ラテック
ス凝集法を活用した認知症リスク診断も視
野に入れています。
　なお、事業にかかわるリスクとして、国
内ではFITの検査方法に関する議論が進ん
でいます。今後、1回法の選択肢が広がる

ことが見込まれる中、当社は検出率の高さ
に関するエビデンスを踏まえ、医師や関係
者の方々に2回法の価値を引き続き訴求し
ていきます。また、職域など公費によらな
い検診については、2回法の有用性に関す
る情報提供を継続していきます。
　一方で、検査方法を取り巻く環境変化が
事業に与える影響については、適正な価格
設定なども含め、影響の最小化に向けた対
応を進めていきます。受診率の向上も重要
な課題です。前述した高温環境下での安定
性に優れた採便容器を活用した郵送検診の
推進や、自治体への働きかけなどを通じて
受診率向上を図り、検診環境の変化にも柔
軟に対応していきます。
　便潜血検査市場における主な競合は国
内2社、海外1社です。当社は国内外でトッ
プレベルのシェアを有しており、この優位性
を確実に維持・拡大していくことが重要な
経営課題です。2025年度には新規採用施
設が着実に増加しており、当社の競争力は
堅調に推移しているという確かな手ごたえ
を感じています。今後は、こうした主力事
業の基盤を一層強化するとともに、新技
術・新製品の開発によって次の成長軸を構
築し、2030年度に向けた持続的な成長を
目指していきます。
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ロモーターが中心となって活動を推進しまし
た。その過程で、自らの関わり方を考え、
主体的に行動する従業員の姿も見られまし
た。本社をワンフロアに集約した移転※の
成果も大きいと感じています。私は出社す
る日はいつもフロアを回って皆さんに声をか
けていますが、壁がなくなったことで皆さん
の表情が一様ににこやかになってきたのを
実感しています。風土・文化の変化につい
て、私は「変わった」というより「もともと
あったものが見えてきた」と捉えています。
栄研化学の従業員は真面目で気持ちの優し
い人が多く、きっかけさえあれば機動力を
発揮できる、そのことを確信しました。
　キャラバンのもう一つの目的はROIC経
営の浸透でした。ROICという言葉は現場
にはなじみが薄いかもしれません。そこで
ROICツリーを用いて、収益力強化・資本
効率向上・財務最適化という要素を因数分
解し、「皆さんがすでに取り組んでいる定量
目標そのものがROIC経営につながってい
る」ということを伝えました。このツリーを
ブレイクダウンしていくと、各部署のアク
ションプランまで落とし込めます。実際、
各部署がすでに掲げているKPIがその要素
に対応しており、特別に意識せずとも日々
の定量目標を達成することがROIC経営の

実践です。もちろんROICそのものも説明し
ますが、それよりも日常業務と直結してい
ることを理解していただく方が、現場への
浸透には効果的だと感じています。少しず
つ定着してきており、最近では「ROIC経
営のためにこんなことを考えました」という
声が自然に聞かれるようになってきました。
　私はこの1年間、新体制で計画したこと
をやり切ることに一貫して取り組んできま 
した。今回、事業環境の変化を踏まえ、実
現性と成長性を見据えて計画を見直し、「経
営計画2030」を策定しました。現執行体
制と実務者が一体となって作り上げた計画
ですので、必ずやり切れると確信しています。
それによって企業価値を着実に向上させて
まいります。2026年度は経営方針として、

「Speed & Initiative」を掲げました。ス
ピード感を持って従業員一人ひとりが自ら
考え、判断し、実行することを大切にして
います。社長キャラバンを通じて、こうした
意識を持つ従業員がたくさんいることが見
えてきました。そうした従業員の機動力を
活かして、スピード感を持って変革を進め、
企業価値向上を実現させ、ステークホル
ダーの皆様に継続的に還元してまいります。
今後とも引き続きご支援をいただけますと
幸いです。

TOP MESSAGE
トップメッセージ

栄研化学には潜在的な底力がある、
その確信をもとにコミュニケーションを重ね
Speed & Initiativeで挑む

　就任後の大きな取り組みの一つが社長
キャラバンです。私は栄研化学に入社して
13年になりますが、その間一貫して部門間
のコミュニケーションをより一層深めたいと
感じていました。研究開発、マーケティング、
営業、生産、スタッフの各部門が懸命に働
いており、その努力をお互いがよく知り合
えれば、さらに大きな力になると考えていま
した。研究の成果を営業が知れば刺激にな
り、営業の現場の声が研究者に届けば開
発の意欲も高まります。生産においても同
様です。キャラバンの目的は、中期経営計
画を全従業員に理解していただくこと、私
自身を知っていただくこと、ROIC経営の重
要性を伝えること、そしてマネジメント以外
の従業員の声を直接吸い上げることにあり
ました。2025年7月から12月にかけてタ
ウンホールミーティング23回、座談会29回

対話から生まれた機動力を活かし、
持続的な成長を実現する

を実施しました。タウンホールミーティング
では部署ごとに参集いただき、自己紹介や
中期経営計画の説明を行いながら質問を受
けました。座談会は10名程度のグループ
に分かれ、管理職以外のメンバーと少人数
で率直な意見交換をしました。そこから見
えてきたのは、部門を超えた対話の場を充
実させたいという声と、営業現場の業務効
率を高めたいという要望でした。
　コミュニケーション課題への対応として、
2026年2月に2日間「オープンコミュニケー
ションDay」を開催しました。約20部署が
それぞれのアクティビティについて工夫を凝
らしたインタラクティブな発表を行いました。
約400名が集まる大盛況となり、従業員同
士のつながりが生まれ、参加者から「さま
ざまな方と交流でき、新たなつながりが生
まれた」という声が多く聞かれました。私
が思い描いていたことと皆さんが求めてい
たことが合致していたと実感しています。コ
ミュニケーションDayでは社内公募によるプ

04

※ 2025年9月に本社移転
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ポジティブな企業風土の醸成
　当社は、社内に経営理念が浸透しており、自分の仕事が世界に貢献しているという意識をもっ
た従業員は9割に上ります。一方で、経営計画の浸透について、一方通行のコミュニケーション
であるが故の課題がありました。そこで、2025年6月の社長交代を機に、従業員と経営層のコ
ミュニケーションを高めるために社長キャラバンを実施し、そこから生まれた課題から従業員同
士のコミュニケーションのためのオープンコミュニケーションDayを開催しました。これらの取り
組みにより、さらにポジティブな企業風土へと変化し、当社の企業価値の向上を加速させます。

　瀨川の社長就任後、7月から半年にわたって実施しました。

実施スケジュール

社長座談会の参加コメント

アンケート結果

優先すべき課題

・�価値創出力の 
強化

・�組織横断の 
連携強化

社長
キャラバン

1

オープン
コミュニケーション

Day

2 栄研化学の
企業価値

向上

ポジティブな
企業風土の醸成

1 社長キャラバンで従業員との対話

対象 ・全事業所、全従業員

実施回数
参加者

・�タウンホールミーティング：23回　参加者680人
・�座談会：29回　参加者233人

目的
・中計目標の理解浸透
・ROIC経営の重要性を説明
・従業員との対話

開催月 対象部門（開催地）

2025年7月 首都圏第二営業部（神奈川県）、営業管理室
（東京都）

2025年8月 SC営業部（東京都）、首都圏第一営業部（東
京都）、海外企画営業室（東京都）

2025年9月

マーケティング室（東京都）、那須事業所（栃
木県）、野木事業所（栃木県）、関西営業部

（大阪府）、北海道・東北営業部（北海道）
本社スタッフ（東京都）

2025年10月 機器サポート部（東京都）、九州・沖縄営業部
（福岡県）

2025年11月 欧州支店（オランダ）、中四国営業部（広島
県）、東海・北陸営業部（愛知県）

2025年12月 北関東・信越営業部（東京都）

営業本部 O.T.さん

入社するまで、これほど社長とフラ
ンクに話す機会があると思っていま
せんでした。今後の栄研について
だけでなく、瀨川さん自身について
も詳しく知ることができ、非常に楽
しかったです。 研究開発本部 S.N.さん

リラックスした雰囲気の中で直
接要望を伝えることができ、距
離の近さを感じました。仕事に
前向きに取り組む意識が社内
に広がっているように思います。

　社長キャラバン開催前には、従業員向けの中計ダイジェスト動画の共有に加え、中計や会社に対
する率直な意見を収集するための事前アンケートを実施するなど、経営と現場の相互理解を深める
ための工夫を凝らしました。事前アンケート結果を部門ごとに整理し、キャラバン当日は、社長が従
業員の課題や意見を事前に把握したうえで対話に臨みました。
　実施後アンケートは、社長がすべて目を通したうえで、タウンホールミーティングや座談会などで
寄せられた意見と併せて整理しています。こうして得られた示唆のうち、「価値創出力の強化」と

「組織横断の連携強化」を重要な経営課題として位置づけ、施策を推進しています。

経営計画の
理解度

97％

ROIC経営の
理解度

83％

ROICは経営の人に
しか関係ないことだ
と思っていたが、自
分 の 仕 事 がROIC
の一部であること
がわかった。

経営トップ自らの言葉で説明され、会社
の方向性への理解が深まりました。

現場の声に真摯に向き合う社長の姿勢を
通じて、会社の目指す姿をイメージできた。

状況

経営層と従業員の
コミュニケーション

不足

特 集 Positive Culture
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　社長キャラバンを通じて顕在化した課題を受け、従業員主体の交流施策として「オープンコミュニケーションDay」を開催しました。

2 オープンコミュニケーションDay

参加者約400名、部門や職位を超えた対話を実現 プロモーターの声

横断的なつながり強化
情報ノウハウの共有

部門を超えた
挑戦

　本施策では、社内公募によるプロモーターが主体となり、全社横断イベントを企画・運
営しました。通常業務と並行しながらの準備期間は2.5か月と短期間でしたが、満足度は
90％を超え、部門や職位を超えた対話と相互理解の促進につながりました。こうした取り
組みは、組織横断的な連携や挑戦を後押しし、EIKEN Vision 2030で目指す価値創出
力の強化や組織変革を支える人的資本基盤の強化につながっています。 研究開発本部

H.W.さん

VOICE

研究開発本部 K.Y.さん

営業や生産の担当者との
意見交換は、担当製品の
現状を客観的に理解でき
るいい機会でした。

経営本部 F.M.さん

色々な方々と話して全体的
な課題が見えてきたので、
その課題を解決するにはどう
したら良いか考えながら仕事
をしたいと思います。

　社長キャラバンをきっかけに会社全体がよりポジティ
ブな空気に変化してきていると感じ、会社の変化に貢献
したい、もっと頑張りたいと思い、社内公募のプロモー
ターに挑戦しました。
　企画立案フェーズでは、課題解決につながることを意
識したプログラム構成を目指しました。また、全員が楽
しめるイベントにするため、参加者同士がシール交換を
しながらコミュニケーションがとれる仕組みも導入しまし
た。これらの活動は参加者の満足度の高さにも影響し
たと思っています。
　今回の経験を活かして、会社全体を意識した高い視
座をもって、日々の業務に取り組んでいきます。

　社長キャラバンで、従業員一人ひとりと対話することを通じて、あらためて当社の人財のポテンシャルの高さを感
じました。彼らのポテンシャルの高さを発揮できるような仕組みづくりに、より一層注力しようと決意しました。
　オープンコミュニケーションDayは、当初自分が期待していたものをはるかに超えるものができたと感じています。
これは、「価値創造の源泉は人である」という当社の人的資本マネジメント方針を体現する取り組みの一つであり、
従業員の主体性と創造性を引き出すとともに、挑戦の機会を提供した実践例です。
　これらのイベントを毎年継続し、部門を超えた挑戦を後押しする、 “Positive Culture”の醸成に努めていきます。

代表執行役社長
瀨川 雄司

イノベーション
の創出

メインセッション
各部門の紹介や業務の現状と課題、臨床現場で求
められていることなどに対する意見交換および発表

執行役セッション
執行役としての思いと方針
従業員との双方向のコミュニケーション

サイドミーティング
1つのテーマに対して多様な部門が意見を交換

アンケート結果

これから積極的に営業サイドと工場サイド
で課題解決に取り組みたいです

シールラリーで、
普段話したことが
無い人とお話しで
きたのが楽しかっ
たです

自分の担当業務のことばかり考えていた
が、このイベントで他部署の状況や取り
組みを知ることができ、視野が広がった シールラリー台紙

参加した社外取締役の声

　本社、野木・那須事業所、全国の営業部から多くの皆さんが参加され、大
盛況でした。多彩な催しが並行して開催され、改めて当社のことを知る、他
部門の方々との交流を図る、絶好の機会になったものと思います。皆さんの
表情もいきいきとしており、目もキラキ
ラ輝いていました。私にとりましても、
大変有意義な学びと貴重な対話の機会
となりました。ご参加いただいた皆さん
に、心より感謝申し上げます。

生産部門の水溶液希釈を体験社外取締役  石井 潔

満足度

93％

特 集 Positive Culture

社 長コメント

栄研化学は、どのような会社を
目指すか？

企業価値向上に向けて
どのような戦略を立てているのか？

戦略を支えるガバナンスを
どのように強化するのか？ 会社概要I NDEX

栄研化学は、どのように
価値創造を図るのか？




